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１  論文提出者  稲田 朝夫 
 
２  論文題名 排水負荷算定法に関する研究-節水型大便器に対応した定常流量法の検討-」 
（英文題）（Studies on the Calculation Method for Drainage Loads - Examination of the Steady 
Flow Method Compatible with Water-saving WCs -） 
 
３  論文の構成 
  本論文は次のように構成されている。 
   第１章 序論 
   第２章 種給水負荷算定法の概要 
   第３章 定常流量法における算定図の検討 
   第４章 節水型大便器に対応した算定法の検討 
   第５章 異種器具が混在した場合の算定手法 
      第６章 標準入力値と適用範囲の検討 
   第７章 結論 
       
４  論文の概要   
排水システムの排水負荷算定法の一つに空気調和･衛生工学会規格SHASE-S206の定
常流量法があるが，1970～1980 年代の水使用･衛生器具のデータに基づいたものであり，
近年の大便器の節水化による排水特性の変化による更新がなされていない。 
本研究では，近年の水使用行為，及び節水器具の排水特性に対応した定常流量法を提
案することを目的として，わが国独自の排水負荷算定法である定常流量法に関して検討
を行っている。 
本論文は全７章で構成されている。次に，各章の概要を述べる。 
第１章では，序論として，本研究の背景と目的について記している。また，本研究の位
置付けを明確にするため，わが国において利用されている排水負荷算定法である定常流 
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量法と器具排水負荷単位法の現状と，本研究が対象とする定常流量法に関連した既往研
究を調査した結果について示している。 
第２章では，定常流量法において利用される排水管選定線図の元になっているμ-ｍ線
図の作成根拠と定常流量法の理論体系を再確認し，各種の補正を明らかにしている。ま
た，本論文で用いた専門用語の定義を示している。 
第３章では，節水型大便器に対応する算定図を検討している。節水Ⅱ形大便器を対象
としてμ-ｍ線図を作成し，平均同時排水器具数が大きくなると排水負荷流量の差異が大
きくなる傾向を示すことを確認している。また，器具数が多くなるほど確率モデルによ
る排水負荷流量との差異が大きくなる傾向があることを示している。 
第４章では，節水Ⅱ形大便器を対象に，現行の排水横枝管選定線図による排水負荷と
確率モデルに基づく排水負荷を比較検討し，その乖離の補正方法を検討している。ｑd
低減率ｃにより器具平均排水流量ｑdを補正した代表排水管接続器具平均排水流量ｑ
＿
d’を
用いて対象排水横枝管における修正平均同時排水器具数を算出し，排水負荷流量を算定
する手法を提案し，検証も行っている。さらに，ｑd低減率ｃを現行の定常流量法の算定
にパラメータとして加える排水負荷算定手法を提案している。排水立て管と排水横主管
の排水負荷流量について確率モデルに基づく算定結果に近似することを示し，提案算定
手法の妥当性を検証している。 
第５章では，異種器具が混在した場合の算定手法について検討している。同一器具群
ごとに集計した定常流量Ｑ
＿
を用いて各器具の器具平均排水流量ｑd 値を加重平均した値
を代表排水管接続器具平均排水流量ｑ
＿
d’とする方法を提案し，確率モデルによる算定結
果と比較して，その妥当性を検証している。 
第６章では，事務所ビルの便所排水システムを対象に，提案算定フローの入力パラメ
ータの標準値を提案し，μ-ｍ線図，定常流量-負荷流量 QL線図を提示している。 
第７章では，各章の結果を総括して総合的な考察を述べるとともに，今後の課題と展
望について述べている。 
 
５  論文の特質 
本論文は，排水負荷算定法である空気調和･衛生工学会規格 SHASE-S206 の定常流量
法について，近年の大便器節水化に対応した算定法を提案したものである。まず不明瞭
であった定常流量法の補正根拠を明らかにし，理論体系を再構築した。節水Ⅱ形大便器
に対応した排水負荷算定フローを提案し，排水負荷算定図であるμ-ｍ線図，定常流量-
負荷流量 QL 線図を提示している。これらの成果は，実用的な排水システム設計法にお
ける排水負荷算定法に活用でき、同規格の改訂に資するものである。 
 
６  論文の評価 
本論文は，わが国の代表的な排水システム設計の排水負荷算定法である空気調和･衛生
工学会規格 SHASE-S206 の定常流量法について，大便器の節水化に対応した算定法を
提案している。この知見は排水システム設計法の改善に有用であると評価される。 
 
７  論文の判定 
  本学位請求論文は，理工学研究科において必要な研究指導を受けたうえ提出されたも
のであり，本学学位規程の手続きに従い，審査委員全員による所定の審査及び最終試験
に合格したので，博士（工学）の学位を授与するに値するものと判定する。 
以上 
